源氏物語 

竹 河 



紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



とこ をと め 

姫た ち は 常 少女に て 春 ごとに 花 あらそ ひ 

をく り 返せ かし (晶子) 

ここに 書く の は 源氏の 君 一族と も 離れた、 最近に 亡 

くな つた 関白 太 政 大臣の 家の 話で ある。 つまらぬ 女房 

の 生き残つ たのが 語って 聞かせた の を 書く ので あるか 

ら、 紫の 筆の 跡に は 遠い ものになる であろう。 また そ 

うした 女た ちの 一 人が、 光源氏の 子孫と 言われる 人の 

中に、 正当の 子孫と、 そうでない のとが あるよう に 思 

われる の は、 自分な どよりも もっと 記憶の 不確かな 老 



えに な つ て 入内の 御 催促が 絶えず あるので あるが、 

ちゅうぐう ちょう 

中宮お 一人に ますます 寵が 集まって、 他の 後宮た ち 

の みじめで ある 中へ、 おくれて 上がって 行って ねたま 

れる こと も 苦しい ことで あろうと 思われる し、 また 存 

在の わからぬ 哀れな 後宮に 娘の なって いる こと も 親と 

して 見る に 堪えられない ことで あるから と 思って、 尚 

ちゆ-つちよ 

侍 はお 請け をす るのに 躊躇され るので あった。 冷泉 

にょご いんざん 

院 から 御 懇切に 女御と して 院参 をさせる ようにと お 望 

みに なって、 昔 尚 侍が お 志 を 無視して 大臣へ 嫁いで し 

ま つたことまで もまた 恨めしげ に 仰せられて、 

うす 

今ではい つそう 年 もとり、 光の 淡い 身の上に なって 



のよ い 人が 熱心な 求婚者に なって いた。 父母の どちら 

むすこ 

から 言っても 近い 間柄であった から、 右大臣 家の 息子 

たちの 遊びに 来る 時 は あまり 隔ての ない 取り扱い を こ 

の 家で はして いるので あって、 女房た ちに も 懇意な 者 

がで き、 意志 を 通じる のに 便宜が あると ころから、 夜 

昼 この 家に 来て いて、 うるさい 気 もしながら 心苦し い 

くも I カリ 

求婚者と は 尚 侍 も 見て いた。 母の 雲井の 雁 夫人から も 

そのこと に ついての 手紙 も 始終 寄せられ ていた。 

まだ 軽い 身分です が、 しかもお 許しく ださる 御 好意 

を、 あるいは お持ちく ださる ことかと 思われます。 

たま かずら 

と 夕霧の 大臣から も 言って よこされた。 玉鬟 夫人 



とい ましめ ている ので、 その 女 も 恐れて 手の 出しよ 

うがない ので ある。 

す ざく 

六条 院が晚 年に 朱 雀院の 姫宮に お生ませ にな つ た 若 

君で、 冷泉 院が 御子の ように 大事に あそばす 四 位の 侍 

従 は、 そのころ 十四、 五で、 まだ 小さく、 幼い はずで 

おとな わか きんだち 

あるが、 年齢よりも 大人び て 感じの よい 若 公達に なつ 

'y うま. う 

ていて、 将来の 有望な ことが 今から 思われる 風貌の 備 

わった 人で あるの を、 尚 侍 は 婿に してみたい ように 

やしき によさん あまみ や 

思って いた。 この 邸 は 女 三の 尼宫 の三条 のお 邸に 近 

かった から、 源 侍従 は 何 かの 時にはよ くこ この 子息た 

ちに 誘われて 遊びに も 来る のであった。 妙齢の 女性の 



している 男らしく 思われた。 

さ ちょ-つ 

大臣 は 几帳 だけ を 隔てに して、 尚 侍と 昔に 変わらぬ 

ふうで 語る のであった。 

「用の ない 時に も 伺わなければ ならない の を、 失礼ば 

かりして います。 年が いってし まいまして、 御所へ ま 

いる 以外の 外出が もうい つ さい おっくうに 思われる も 

のです から、 昔の 話 を 伺いたい 気持ちに なります 時 も、 

そのままに 済ませて しまうよ うになる の を 遺憾に 思い 

ます。 若い 息子た ち は 何の 御用に でもお 使いく ださい。 

誠意 を 認めて いただく ようにす るが いいと 教えて おり 

ます」 



こんな こと を 聞きに くいまでに 言って ほめる。 そう 

騒がれる のにた る ほどの 優雅な 挙止 を 源 侍従 は 見せて 

いて、 身から 放つ 香 も 清かった。 貴族の 姫君と いわれ 

るよう な 人で も 頭の よい 人 はこの 人 をす ぐれた 人と 言 

うの はもつ ともな こと だとく らい 認める かと 思われた _ 

尚 侍 は 念誦 堂に いたので あ つたが、 

「こちら へ 」 

きざ はし 

と 言わせる ので、 東の 階 から 上がって、 妻戸の 口 

の 御簾の 前へ 薫 はす わった。 前にな つた 庭の 若木の 梅 

つぼみ うぐ、，， す はつね 

が、 まだ 開かぬ 蕾 を 並べて いて、 鶯の初 声 もととの 

わぬ 背景 を 負った この 人 は、 恋愛に 関した 戯れで も 言 



刀 i 匕 

衫+ ィ 

そで 

疑わしく お 思 い になるなら 袖 を 触れて ごらんな さ 

い」 

などと 言って いると、 また 女房 は、 

ほんとう 

「真実 は 色よりも 香」 

口々 にこん な こと を 言って、 引き 揺らん ばかりに 騒 

いでいる の を、 奥の ほうから いざって 出た 玉鬟 夫人が 

見て、 

「困った 人、 あなたた ち は。 きまじめな 人 をつ かまえ 

て 恥ずかしい 気 もしな いの かね」 



は 思った。 琴の 音が やんだ ので、 

「さあ 案内 をして ください。 私に はよ く 勝手が わかつ 

ていないから」 

と 言って、 蔵人 少将と つれだって 西の 渡 殿の 前の 紅 

梅の 木の あたり を 歩きながら、 催 f 楽の 「梅が 枝」 を 

歌って 行く 時に、 薫の 侍従から 放散す る 香 は 梅の 花の 

香 以上に さっと 内へ におって はいった ために、 家の人 

は 妻戸 を 押し あけて 和 琴 を 歌に 合わせて 弾き だした。 

呂の 声の 歌に 対して は 女の 琴で は 合わせうる もので な 

いのに、 自信の ある 弾き手 だと 思 つ た 薫 は、 少将と い つ 

しょに もう 一 度 「梅が 枝」 を 繰り返した。 琵琶 も 非常 



に はなやかな 音だった。 まったく 芸術的な 家で あると 

おもしろく なった 薫 は、 元日と は 変わった 打ち解けた 

じょうだん 

ふうに なって、 冗談な ども 今夜 は 言った。 

み す きんだち 

御簾の 中から 和 琴 を 差し出され たが、 二人の 公達 は 

譲り合って 手 を 触れないで いると、 夫人 は 末の 子の 侍 

従 を^い にして、 

つまおと 

「あなたの は 昔の 太 政 大臣の 爪音に よく 以てい ると い 

うこと ですから、 ぜひお 聞きした いと 思って いるので 

うぐ いす 

す。 今夜 は 鶯 に 誘われた ことにして お弾きく だすつ 

て もい いでしょう」 

と 言わせた。 恥ずかしがって 引っ込んで しまう ほど 



のよう な ことが 続けば、 だれも 皆 好意 を その 人にば か 

リ持 つよう になる であろう、 自分 はいよ いよ みじめな 

ものに なると 悲観して いて、 御簾の 中の 人へ 恨めしが 

るよう な こと も あとに 残つ て 言つ ていた。 

やみ 

人 は 皆 花に 心 を 移す らん 一 人 ぞ惑ふ 春の 夜の 闇 

たんそく 

J う 言つ て、 歎息しながら 帰ろうと して いる 少将に 

御簾の 中の 人が、 

折から や 哀れ も 知らん 梅の 花た だかば かりに 移リ 



しもせ じ 

と 返歌 をした。 

翌朝に な つ て 源 侍従から 藤 侍従の 所へ、 

昨夜 は 失礼 をして 帰り ましたが 皆さんのお 気持ち 

を 悪く しなかった かと 心配して います。 

と、 婦人た ちに も 見せて ほしいら しく 仮名が ちに 書 

ヽ匸、 耑こ、 

レ T 丄纩 { 

竹 河の はしう ちいで し 一 節に 深き 心の底 は 知りき 



なった 末、 姫君の こと を 熱心に お申し入れ になった の 

である。 院 参の 問題 はこの 子息た ちが 反対した。 

「どうしても 見ば えの せぬ こと をす るよう に 思われ ま 

すよ。 現在の 勢力の ある 所へ 人が 寄って 行く の も、 自 

ふうさ い 

然な ことなの ですからね。 院はご りっぱな 御&采 で、 

あの方の 後宮に 侍する ことができれば 女と して 幸福 至 

極だろう と は 思います が、 盛りの 過ぎた 方 だと 今の 御 

位置から は 思われます からね。 音楽 だって、 花 だって、 

鳥 だ つ て その 時 その 時に 適した もので なければ 魅力 は 

ありません。 東宮 はどうで すか」 

などと 中将が 言う。 



こ ま らんじょう 

「高麗の 乱 声 (競馬の 時に 右が 勝てば 奏される 楽) が 

なぜ 始まらな いの」 

と 得意に な つ て 言う 女房 も ある。 

「右が ひいきで 西のお 座敷の ほうに 寄って いた 花 を、 

今まで 左方に 貸して お置き あそばした きま リ がつ きま 

したので すね」 

などと 愉快そう に 右方の 者 はは やした てる。 少将に 

は 何が あるの かもよ くわから ない ので あるが、 その 中 

へ 混じって いっしょに 遊びたい 気の する ものの、 だれ 

も 見ない と 信じて いる 人た ちの 所へ 出て 行く こと は 無 

作法で あろうと 思 つ て そのまま 帰った。 



が 中で はばんで いるよう に 憎んで おいでにな リ ます 

から、 それ はお 戯れで はあって も、 私と してつら い 

ことです から、 できますなら なるべく 近いうちに そ 

のことの 実現され ますよう に。 

こんな ふうに 懇切に 言って 来た。 それが 宿命で ある 

ために、 こうまで お望みになる のであろう から、 御 辞 

退す るの はも つ たいないと 尚 侍 は 考える ようにな つ た _ 

手 道具 類 は 父の 大臣が すでに 十分の 準備 をして おいた 

ので あるから、 新しく 作らせる 必要 もなくて、 ただ 女 

房の 装束 類 その他の 簡単な 物 だけ を、 娘の 院 参の ため 

に玉鬟 夫人 は 用意して いた。 姫君の 運命が 決せられた 



「せめて あの 瞬間の 楽し さ だけで も、 もう 一 度 経験し 

たい。 何 を 目的に して 今後 私 は 生きて 行く のでしょう _ 

けれど 先 はもう 短い 気の する 私です よ。 無情 も 情けで 

あると いうよう に、 死んで しまえるなら かえって これ 

がよ かった かもしれ ません ね」 

まじめに こんな こと を 言う ので ある。 同情 はして い 

て も、 何とも 慰める 言葉の ない ことで はない かと 中将 

の 君 は 思う のであった。 夫人が 姉 君に 代えて 二 女 を 許 

そうとし ている ことが 少しも うれしい ふうで な いのは 

あの 桜の 夕べ にあけ 放された 座敷まで ことごと くこの 

人 は 見る ことができ たために、 こうした 病的な までの 



「まあお 気の毒な、 ただ 言葉の 遊戯に してし まう こと 

になる ではありません か」 

などと 横から 言う 人 も あ つ たが、 中将の 君 はうる さ 

がって 書き 変えなかった。 

四月の 九日に 尚 侍の 長女 は院の 後宮へ はいる ことに 

なった。 右大臣 は 車と か、 前駆 をす る 人た ちと か を 数 

くもい .》 リ 

多くつ かわした。 雲井の 雁 夫人 は 姉の 尚 侍 を うらめし 

く は 思って いるが、 今まで は それほど 親密に 手紙 も 書 

きか わさなかった のに、 あの 問題が あって、 たびたび 

書いて 送る ことにな つたのに、 それき り またう とく 



てんと-つ 

なって しまう の もよ ろしくな いと 思って、 纏頭 用と し 

いしょ ラ 

て 女の 衣裳 を 幾 組み も 贈った。 

気の 抜けた ようにな つ ております 人 を 介抱いた しま 

すのに かかって おりまして、 私 はま だ 何も 知らな 

かった のでした が、 知らせて くださいません こと は、 

うとうとしい あそばされ 方 だとお 怨みいた します。 

という 手紙が 添って いた。 おおように 言いながら も 

恨みの ほのめかせて あるの を 尚 侍 は 哀れに 思った。 大 

臣か らも 手紙が 送られた。 

私 も 上がろうと 思って いたので すが、 あやにく 謹慎 

日に あたる ものです から 失礼いた します。 息子た ち 



けても、 今日が 何の 日で あるかと 思う と、 また 少将の 

涙 はとめ どもな く 流れた。 またす ぐに、 「恋 ひ 死なば 

たが 名 は 立たん」 などと 恨めし そうな こと を 書いて、 

生ける 世の 死に は 心に 任せねば 聞かで ややまん 君 

が 一 ^一一 一 n 

塚の 上に でも 哀れ を かけて くださる あなた だと 思う 

ことができましたら、 すぐに も 死にた くなる でしよ 

) 、、ゝ o 

う 力 

こんな こと も 二度め の 手紙に あるの を 読んで、 姫君 



帝 は、 故人の 関白の 意志 は 姫君 を 入内させる ことで 

あって、 院へ 奉る ことではなかった の を、 遺族のと つ 

ふ おぼしめ 

た 処置 は腑に 落ちぬ ことに 思 召して、 中将 をお 呼びに 

な つ てお 尋ねが あった。 

「天機よ ろしく はありませんでした。 ですから 世間の 

人 も 心の中で まず い - J とに 思う こと だと 私が 申し上げ 

たのに、 お母様 は、 信じる ところが おありに でもなる 

ように 院 参の ほうへ おきめに なった ものです から、 私 

らが 意見 を 異にして いるよう な こと は 言われなかった 

のです。 ああした お 言葉 をお 上から いただく ようで は 

私の 前途 も 悲観され ます」 



「歌 頭 は 今まで 年長者が する ものな の だが、 それに 選 

ばれる ほど 認められて いるの だと 思って 満足した」 

と 仰せられて かわいく 思 召す 御 さまで ある。 

「万 春 楽」 (踏 歌の 地に 弾く 曲) の譜 をお 口に あそばし 

ながら 新 女御の 御殿へ おいでになる 院の お供 を 薫 はし 

た。 前夜の 見物に 自邸の ほうから 来て いた 人た ちが 多 

くて、 平生よりも 御簾の 中の けはいが はなやかに 感ぜ 

られ るので ある。 渡 殿の 口の 所に しばらく 薰 はいて、 

声に なじみの ある 女房ら と 話な ど をして いた。 

「昨夜の 月 は あまりに 明るくて 困り ましたよ。 蔵人 少 

将が 輝く ように 見え ましたね。 御所の ほうで はそう で 



たの だからお もしろ いこと が 多かった であろう」 

などと、 その 時代 を 御 追想になる 院は、 楽器の 用意 

をお させに なって、 新 女御に は 十 三絃、 薫に は 琵琶 を 

お与えに なった。 御自身 は 和 琴 をお 弾きに なりながら 

「この 殿」 など をお 歌い あそばされた。 新 女御の 琴 は 

未熟ら しい 話 もあった ので あるが、 今では 傷の ない 芸 

にお 手ず からお 仕込みに なった ので ある。 はなやかで 

じよ-つず 

きれいな 音 を 出す ことができ、 歌 もの、 曲 もの も 上手 

に 弾いた。 何にもす ぐれた 素質 を 持って いるら しい、 

ようぼう ひ 

容貌 も 必ず 美し いで あろうと 薫 は 心の 惹 かれる のを覚 

えた。 こんな ことが よくあつて、 新 女御と 薫の 侍従 は 



親しくな つていた。 反感 を 引く ようにまで は 怨み かけ 

なげ 

たり はしなかった が、 何 かのお リには 失恋の 歎き を か 

すめて 言う 薰を、 女御の ほうで はどう 思 つた か 知らな 

ヽ o 

レ 

四月に 院の 第二 皇女が お生まれ になった。 きわめて 

はなやかな ことの 現われて きたので はない が、 院 のお 

うぶやし な い 

心持ち を 尊重して、 右大臣 を 初めと して 産 養 を 奉る 

人が 多かった。 尚 侍 はお 抱きした 手から 離せぬ ように 

お 愛し 申し上げ ていたが、 院 から 早くまい るよう にと 

いう 御 催促が しきりに あるので、 五十 日 目ぐ らいに、 

新 女御 は宫 をお つれ 申して 院 へまい つた。 院は ただお 



くも い .》 り 

と を 雲井の 雁 夫人から 再度 申し込んで 来た 以前の こと 

に対して、 自分 は それに 代える 優遇 法 を 考えて いると 

言った のであった がどう 思つ て いるで あろうと、 その 

こと だけ を 気の 済まぬ ことに 思った。 一 一男の 弁 を 使い 

にして 玉鬟 夫人 は 右大臣へ 隔ての ない 相談 をす る こと 

にした。 宫 中から こういう 仰せが あると いう こと を 

言つ て、 

「娘 を 宮仕えに ばかり 出した がると 世間で 言われる よ 

うな ことが ないかと、 そんな こと を 私 は 心配して おり 

ます」 

と 伝えさせ ると、 



情が 起こらないで 「道の はてなる 常 陸 帯」 (かごとば か 

リも逢 はんと ぞ思 ふ) などと、 もう 翌日 はむ だ 書きに 

書いて いたの は、 まだ 何 を 空想して いるの かわから な 

い。 院の新 女御 は 人事 関係の 面倒 さに 自邸へ 下がって 

いる ことが 多くな つた。 母の 夫人 は 娘の ために 描いた 

夢が 破れて しまった こと を 残念が つていた。 御所へ 上 

が つた ほうの 姫君 はかえ つ て はなやかに 幸福な 日 を 

そうめ い 

送って いて、 世間から も 聡明で 趣味の 高い 後宮の 人と 

認められ ていた。 

左大臣が 薨 くな つたので、 右が 左に 移って、 按察使 

大納言で 左 大将に もな つ ていた 玉鬟 夫人の 弟が 右大臣 



と 言 い ながら 涙 をぬ ぐう 様子で やや わざ とらし い。 

びぼう 

二十 七、 八で、 盛りの 美貌 を 持つ はなやかな 人で ある。 

帰った あとで、 

*.J ん だち 

「困った 公達 だね。 何でも 思いのままになる ものと 見 

ていて、 官位の 問題な ど は 念頭に 置いて いないよ うだ 

かく 

ね。 こちらの 大臣が ぉ薨れ にならなければ、 ここの 若 

い 人た ち も あの人ら 並みに、 恋愛の 遊戯 を 夢中に なつ 

てしただろう にね」 

たんそく うひょうえ のかみ 

と 言って、 玉鬟 夫人 は 歎息 をして いた。 右兵衛 督、 

右大 弁で 参議に ならない ため 太 政官の 政務に 携わらな 

いの を 夫人 は愁 わしが つていた。 侍従と 言われて いた 
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